
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
六
月
開
拓
使
の
医
療
政
策
の
一
つ
と
し

て
札
幌
徽
毒
院
が
設
立
さ
れ
、
梅
毒
の
検
診
と
治
療
を
行
っ
た
。

翌
六
年
（
一
八
七
三
）
一
月
札
幌
病
院
が
徽
毒
院
に
移
り
、
徽
毒
院

を
吸
収
合
併
し
、
八
月
に
は
徽
毒
院
の
名
称
を
廃
し
た
。
短
期
間

の
た
め
か
徽
毒
院
に
関
す
る
記
述
は
意
外
と
少
な
く
、
古
く
は
「
開

拓
使
事
業
報
告
」
、
『
札
幌
区
史
」
、
『
札
幌
医
事
沿
革
史
」
（
開
場
不

二
彦
）
、
。
巾
立
札
幌
病
院
九
十
年
史
」
、
最
近
で
は
『
新
札
幌
市
史
」

の
な
か
に
、
そ
の
一
部
を
記
述
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

北
海
道
立
文
書
館
に
開
拓
使
時
代
の
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
な
か
か
ら
医
療
に
関
す
る
も
の
を
調
査
中
で
あ
る
が
、

膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
現
在
ま
で
に
発
掘
し

た
も
の
の
な
か
か
ら
徽
毒
院
に
関
す
る
資
料
を
中
心
に
発
表
す

ブ
（
》
○ 記

札
幌
徽
毒
院
に
つ
い
て
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明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
五
月
開
拓
使
は
札
幌
本
府
の
建
設
と
と

も
に
、
市
街
地
の
南
端
に
方
二
町
の
区
画
を
設
け
、
創
成
橋
西
に

散
在
し
て
い
た
料
理
、
旅
籠
業
者
に
割
渡
し
た
、
七
月
こ
れ
を
遊

廓
と
し
、
薄
野
と
命
名
し
た
。
そ
し
て
廓
内
に
東
京
模
を
建
設
し
、

公
然
と
遊
女
を
お
い
た
の
で
、
市
民
は
御
用
女
郎
屋
と
呼
ん
だ
。

翌
五
年
二
八
七
二
）
二
月
御
用
掛
医
師
南
部
精
一
は
「
楳
毒
院

御
取
建
仕
法
害
」
を
建
言
し
、
梅
毒
院
の
必
要
性
と
そ
の
設
立
を

提
案
し
た
。
そ
の
内
容
は
遊
女
を
五
○
○
人
と
し
て
、
そ
の
一
五

％
に
あ
た
る
七
五
人
が
患
者
と
推
定
し
た
。
各
人
が
毎
週
一
回
検

診
を
う
け
る
と
し
て
、
一
日
六
○
人
を
検
診
す
る
必
要
が
あ
り
、

そ
れ
に
要
す
る
人
員
、
医
療
器
具
な
ど
を
具
体
的
に
あ
げ
た
。

こ
の
建
言
を
も
と
に
、
五
年
六
月
開
拓
使
は
石
狩
通
第
一
号
官

舎
（
北
四
条
西
一
丁
目
）
を
改
築
し
て
徽
毒
院
を
設
立
し
た
。
提
案

者
の
南
部
精
一
は
会
津
藩
士
で
新
撰
組
隊
士
の
診
療
、
三
世
沢
村

田
之
助
の
下
腿
、
手
の
切
除
術
を
行
っ
て
い
た
。
明
治
四
年
一
二

月
一
三
日
開
拓
使
御
用
掛
と
な
り
、
五
年
六
月
二
四
日
札
幌
に
着

任
し
、
直
ち
に
検
診
に
従
事
し
た
。
徽
毒
院
の
備
品
は
営
繕
掛
に

発
注
し
て
お
り
、
そ
の
図
画
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

五
年
九
月
雨
竜
通
（
北
三
条
東
二
丁
目
）
に
新
築
し
て
い
た
徽
毒
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院
が
落
成
し
移
転
し
た
。
こ
の
新
施
設
で
の
備
品
、
検
診
台
、
机
、

椅
子
、
患
者
用
ベ
ッ
ド
な
ど
の
図
面
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。

五
年
九
月
一
カ
月
間
の
診
療
内
容
に
つ
い
て
の
表
を
み
る
と
、

患
者
数
七
六
人
、
そ
の
病
名
別
、
軽
症
重
症
別
に
区
分
し
た
記
録

に
つ
い
て
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

同
年
九
月
に
南
部
精
一
は
廓
内
の
遊
女
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、

徽
毒
検
査
所
を
廓
内
に
設
置
す
る
よ
う
提
言
し
た
。

同
年
二
月
に
は
市
内
の
遊
籠
屋
料
理
店
の
酌
婦
が
最
近
ふ
え

て
お
り
、
廓
内
の
遊
女
の
み
を
厳
重
に
検
診
・
駆
梅
し
て
も
、
そ

の
効
果
が
あ
が
ら
な
い
の
で
、
至
急
調
査
を
し
て
ほ
し
い
と
提
言

し
て
い
る
。

明
治
六
年
二
八
七
三
）
一
月
一
八
日
札
幌
病
院
が
徽
毒
院
に
移

っ
た
。
徽
毒
院
を
吸
収
合
併
し
た
も
の
で
、
検
診
・
駆
梅
は
従
来

被
免
さ
れ
、
松
前
詰
‐

多
喜
野
友
三
で
あ
る
。

同
月
二
七
日
南
部
精
一
は
市
内
遊
垂

診
に
つ
い
て
提
言
し
、
承
認
さ
れ
た
。

通
り
行
っ
た
。

二
月
二
九
日
徽
毒
院
詰
で
八
等
出
仕
の
南
部
精
一
が
札
幌
詰
を

比
さ
れ
、
松
前
詰
と
な
っ
た
。
後
任
は
小
樽
詰
で
十
年
出
仕
の

は
市
内
遊
籠
屋
等
に
い
る
飯
盛
女
の
検

五
月
一
八
日
か
ら
一
三
日
に
か
け
て
薄
野
内
の
娼
妓
に
鑑
札
を

渡
し
、
無
鑑
札
者
の
接
客
を
禁
止
し
た
。

八
月
新
築
し
て
い
た
本
院
が
落
成
し
た
の
で
、
こ
れ
を
期
に
徽

毒
院
の
名
称
を
廃
し
た
。
そ
の
機
能
は
札
幌
病
院
が
受
け
継
い
だ
。

九
月
病
院
規
則
を
つ
く
り
、
そ
の
な
か
に
「
娼
妓
徽
毒
検
査
規

則
」
を
も
う
け
た
。

二
月
七
日
入
院
中
の
娼
妓
患
者
を
本
院
に
移
し
、
元
徽
毒
院

の
建
物
を
工
業
局
に
引
き
渡
し
、
名
実
と
も
に
徽
毒
院
は
消
滅
し

た
。

徽
毒
院
の
設
立
、
そ
し
て
運
営
に
活
躍
し
た
南
部
精
一
は
札
幌

詰
か
ら
松
前
詰
と
な
り
、
七
年
一
月
に
辞
し
て
北
海
道
を
去
っ
た
。

（
北
海
道
医
史
学
研
究
会
）
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